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INFINITYLINK ATSC 3.0 光ファイバー・
IP移⾏ソリューション

右図はダークファイバー上のInfini-
tyLink ATSC 3.0移⾏ソリューショ
ンを⽰しています。 このソリュー
ションには、次の要素と機能が含ま
れています。
TowerENG レ シ ー バ ー か ら
Studioへの4 x SDI / ASIフィー
ド
双⽅向⾮圧縮SDI– 3G / HD / SD 
/ ASI / SMPTE-310
VLANをサポートするギガビット
イーサネット（3 x RJ-45）
組み込みのIL管理ソフトウェア

（ブラウザベース）
SNMPv2サポート
内部20 x 20電気ルーター（ロー
カル/リモートコントロール）
ロードシェアリングを備えた冗⻑
PSU
IL6000に必要なラックスペース
は1RUのみ
低消費電⼒<100W
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・
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・

・

・
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テレビ局やネットワークがATSC 1.0 から3.0 への移⾏を開始するにあたり、こ
の移⾏を可能な限りシームレスにし、新しい規格の採⽤率の違いに対応する必要
があります。 そのために、Artel のInfinityLink は、ATSC 1.0 トランスポート⽤
のレガシー信号トランスポートを維持しながら、新しいIP ベースのATSC 3.0
のための次世代の無線放送とコンテンツ配信に対応するソリューションを提供
します。

現在のATSC 1.0 のためのリンクを送信するスタジオは、専⽤のリースまたは所
有する光ファイバーサービスを介してASI/SMPTE310 または⾮圧縮HD/SD ビ
デオのいずれかをサポートしています。 いくつかのアプリケーションでは、リン
クは、ローカルの通信事業者またはサービスプロバイダによって提供されていま
す。 その他のアプリケーションでは、トランスポートネットワークはIP GigE
サービスによって提供されています。

InfinityLink は、必要なプラットフォーム・コンポーネント、光トランシーバ、電
気トランシーバをすべて備えた2 つの異なるソリューションをパッケージ化し
ており、お客様が所有するシングルモード・ファイバーまたはローカルのキャリ
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About Artel Video Systems は、グローバル市場にサービ
スを提供する⾰新的なリアルタイムマルチメディア配信ソ
リューションの世界的なプロバイダーです。ArtelのIPおよび
ファイバーベースの統合ソリューションには、受賞歴のある
DigiLink メ デ ィ ア ト ラ ン ス ポ ー ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム、
InfinityLink 放送メディアトランスポートソリューション、
FiberLink 光ファイバ伝送製品などがあります。Artel Video 
Systemsは従業員が所有する企業です。

2 x ASI 双⽅向
タ ワ ー か ら ス タ ジ オ へ の ENG
バックホール⽤の 2 x ASI
ATSC1.0 送信機フィード⽤の 2x 
ASI –スタジオからタワーへ
VLAN をサポートするギガビット
イーサネット（3 x RJ-45）
組み込みの IL 管理ソフトウェア

（ブラウザベース）
SNMPv2 サポート
内部 20x20 電気ルーター（ロー
カル / リモートコントロール）
ロードシェアリングを備えた冗⻑
PSU
L6000 に必要なラックスペースは
1RU のみ
低消費電⼒ <100W

図2 はGigE で の InfinityLink ATSC 
3.0 Transition over IP ソリューシ
ョンを⽰しています。このソリュー
ションには以下の要素と特徴が含ま
れています。
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お問い合せ

Artel Video Systems Corp.
5B Lyberty Way Westford, MA 01886, 
USA
Tel : 978-263-5775
Email : customercare@artel.com
Website : www.artel.com

株式会社デジタルクエスト
(アーテルビデオシステムズ⽇本事務所）
〒176-0001 東京都練⾺区練⾺1-6-3
Tel 03-5946-3121  Fax 03-5946-3122
Email : info@commspecial.jp
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